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１ みどりの概況 

１－１ 緑被率・みどり率 

令和４年（2022年）1月 1 日時点の航空写真をもとに算出した緑被率は 25.3％、緑被に裸地や水

面などを加えたみどり率は 26.4％となっています。約 20 年前の調査時点と比べると約４％減少し

ており、特に農地の減少が著しく、緑被の構成比に占める農地の割合は減少しています。 

 

緑被率 一定区域の中で、上空から見て芝や高木の樹冠など緑で覆われた面積が

占める割合 

みどり率 上記、緑被率対象の面積に加え、公園・緑地における裸地や人工被覆面

等の面積や、河川などの水面の面積を加えた合計面積が、一定区域に占

める割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市の緑被状況 

種別 面積（㎡） 
市域に 

占める割合 

対・緑被率 

構成比 

樹林・樹木 2,069,837 13.1% 52.0% 

草地 542,353 3.4% 13.6% 

農地 1,371,811 8.7% 34.4% 

緑被率対象地 3,984,001 25.3% 100.0% 

公園区域内の裸地・人工被覆面等 151,596 1.0% -  

水面 17,872 0.1% -  

みどり率対象地 4,153,468 26.4% -  

市域 15,750,000 100.0% -  

※各項目について四捨五入しているため合計値は必ずしも一致しない  

公園区域外の人工被覆面や裸地 等 

公園区域内の裸地・人工被覆面等、水面 等 

樹林・樹木、草地、農地 等 

市域 

みどり率対象地 

緑被率対象地 
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本市の緑被率・みどり率の構成 

 

 

※各項目について四捨五入しているため合計値は必ずしも一致しない 

 

 

 

 

全体の経年変化 

 

※各項目について四捨五入しているため合計値は必ずしも一致しない 
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樹林・樹木

草地
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公園区域内の裸地・人工被覆面等
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緑被率 約25％

緑被率 約29％
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緑被分布図 

 
 

  



4 

 

周辺市と比較すると、本市には中位の緑被量があります。構成比としては農地が多いことが本市

の特徴です。 

周辺市との比較（緑被率） 

 

※各項目について四捨五入しているため合計値は必ずしも一致しない 

 

周辺市との比較（緑被の構成比） 

 

※各項目について四捨五入しているため合計値は必ずしも一致しない  

13.1%

16.0%
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13.6%

10.6%
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19.2%

24.6%

16.4%
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(2011年)

樹林・樹木 草地 農地



5 

 

 

地域別で緑被率やみどり率をみると、中央地域や保谷駅北部地域で高く、これらの地域では農地

の割合も高くなっています。また、東伏見・西武柳沢南部地域も高くなっています。一方で、田無駅

周辺や東伏見・西武柳沢駅北部地域等では低くなっています。 

 

 

現行のみどりの基本計画における地域区分（参考） 
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地域別の比較（緑被率） 

 

 
※各項目について四捨五入しているため合計値は必ずしも一致しない 

  

14.4%
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11.9%

13.1%

14.8%

12.1%

9.7%

12.3%

10.9%

15.0%

2.7%

2.7%

4.4%

2.1%

2.4%

4.4%

1.1%

3.5%

2.2%

8.2%

6.7%

14.0%
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10.1%
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8.9%

0.3%

9.0%

5.3%
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23.8%

31.3%

28.9%

25.3%

26.7%

25.4%

11.1%

24.8%

18.5%

27.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

①ひばりヶ丘駅周辺地域

②中央地域

③保谷駅北部地域

④保谷駅南部地域

⑤田無駅北西部地域

⑥田無駅西部地域

⑦田無駅周辺地域

⑧田無駅南部地域

⑨東伏見・西武柳沢駅北部地域

⑩東伏見・西武柳沢駅南部地域

樹林・樹木 草地 農地

全市緑被率 25.3％
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地域別の比較（みどり率） 

 

※各項目について四捨五入しているため合計値は必ずしも一致しない 
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②中央地域
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⑥田無駅西部地域

⑦田無駅周辺地域

⑧田無駅南部地域

⑨東伏見・西武柳沢駅北部地域

⑩東伏見・西武柳沢駅南部地域

樹林・樹木 草地 農地 公園区域内の裸地・人工被覆面等 水面

全市みどり率 26.4％
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１－２ みどりの種別の概況 

（１）公園 

市立公園は 276か所、総面積は約 25.7万㎡あります。市域に対する公園面積割合は 2.48％、住民

一人当たりの面積は 1.88 ㎡/人となっています。件数ベースでは、約 6 割が 300 ㎡未満の小さな公

園となっています。面積ベースでは約４分の１程度が市以外が土地を所有しており、1.4％の公園に

ついては民有地となっています。市立公園の供用開始・設置年の構成割合として、約３割が 30年以

上前となっており、施設等の老朽化が懸念されます。 

 

各行政区域に対する公園面積割合 

 

 

住民一人当たり公園面積 

 

東京都都市公園等区市町村別面積・人口割比率表(令和 4年 4 月 1 日現在）  
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市立公園における土地所有者の構成割合（面積ベース） 

 
公園調書（令和４年４月１日現在） 

※各項目について四捨五入しているため合計値は必ずしも一致しない 

 

供用開始・設置年の構成割合 

 

公園調書（令和４年４月１日現在） 

※各項目について四捨五入しているため合計値は必ずしも一致しない 

  

74.8 14.7 7.1

2.2

1.2
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西東京市 東京都 国 UR都市機構 民間
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2,000㎡

以上

5,000㎡

未満
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10,000㎡

未満
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以上

か所
面積別の公園数 

約６割が 300㎡未満 

公園調書（令和４年４月１日現在） 
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公園は市全域に配置されていますが、各公園について半径 250mの利用圏を設定すると、一部の地

域についてはいずれの公園の利用圏にも掛からない公園空白地区となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

公園の配置と利用圏 

公園空白地区の基準… 
【配置済扱いとする公園について】 
◆公園面積 500㎡以上で、次の条件のもの 
・市立公園のうち、土地所有者が、市、東京都、国である公園 
・都市再生機構や東京都住宅供給公社が設置する公園 

【配置済扱いとする公園に準ずる施設について】 
◆市立公園ではないが、土地所有者が、国、東京都、区市である 500 ㎡以上で、次の施設 
・特別緑地保全地区 
・栄町二丁目樹林地 
・近隣区市の公立公園 
・都立公園及び緑地保全地域 

【公園の誘致圏】 
◆半径 250ｍ（街区公園の誘致距離と同様） 
・誘致距離の起点は公園の中心 
・ただし、近隣公園、地区公園、都立公園については当該公園の出入口 

西東京市公園配置計画 
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（２）公園以外の公共施設における緑化状況 

■街路樹・植栽 

道路空間において街路樹や植栽等が整備・管理され、ネットワークとして機能しています。都市

計画道路だけでなく、一部の主要な生活道路においてもネットワークがあります。 

 

  

道路の緑化状況 
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■校庭の芝生化 

一部の小学校において、校庭の全部または一部について芝生化整備が行われています。 

 

年 度 学校名 施工面積 芝 種 

平成 20 年度 東伏見小 278 ㎡ ティフトン芝 

平成 21 年度 保谷第一小 528 ㎡ ティフトン芝 

平成 22 年度 碧山小 3,383 ㎡ ティフトン芝 

平成 23 年度 谷戸小 2,951 ㎡ ティフトン芝 

平成 24 年度 保谷小 3,171 ㎡ ティフトン芝 

 柳沢小 3,070 ㎡ ティフトン芝 

平成 25 年度 芝久保小 2,804 ㎡ ティフトン芝 

計  16,185 ㎡  

 

  

  

碧山小学校 Web（ホームページ） 
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（３）農地 

本市は住宅などに隣接した農地（都市農地）が多く、キャベツやホウレンソウ、小松菜などが多く

生産されています。しかし耕地※面積は減少傾向にあり、農業の担い手も高齢化しています。 

 

※農地のうち草地（牧草地、放牧地）などを除いた土地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

農地の分布状況 

西東京市都市計画課 

農林水産省 筆ポリゴン（令和４年９月取得データ） 

基盤地図情報 
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農林業センサス 

農地の面積減少と担い手の高齢化 
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（４）その他重要なみどり 

 

市内にはいくつかの緑地がありますが、条例により区域を指定し、土地開発の制限などを掛ける

ことにより保全されているところもあります。東京都が指定する緑地保全地域は、市内では２か所

（碧山森緑地保全地域・保谷北町緑地保全地域）あります。市が指定する特別緑地保全地区は、市内

では２か所（東伏見稲荷特別緑地保全地区／下保谷四丁目特別緑地保全地区）あります。 

市の条例により、基準を満たした樹木や生垣に対し、保存生垣・保存樹木・保存樹林として指定

し、市が補助金を交付し、みどりの保全に協力をいただいています。保全山林は、無料で市民に公開

され、自然空間や防災避難空間等として、活用されています。また、これ以外に、地域の有志が企

画・選定した西東京の木 50選などもあり、地域を象徴するみどりとなっています。 

さらに、寺社などの歴史文化資源の多くはみどりと一体となった空間を備えており、重要なみど

りの一つです。市内には、国指定史跡が２か所、国指定名勝１か所、都指定文化財１か所、市指定文

化財が 50か所あります（令和 4年現在）。 
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保存生垣 

 

令和 4 年 3 月末現在 
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保存樹木 

 

令和 4 年 3 月末現在 
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保存樹林 

 

令和 4 年 3 月末現在 
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２ 市民協働 

２－１ 市民参画 

①管理 

市内各地の公園でボランティアが活動しています（令和３年度末時点公園で管理協力会員 926 名）。 

市民協働で管理する花壇やコミュニティガーデン、個人の庭を公開するオープンガーデンなどが

あります（令和４年３月時点）。 

花と緑の愛護に顕著な功績のあった民間の団体に対し、その功績をたたえ、国民的運動としての

緑化推進活動の模範として表彰する「みどりの愛護」功労者 国土交通大臣表彰に、市内の団体とし

て、西原自然公園を育成する会（平成 26 年）、西東京自然を見つめる会（平成 27 年）、特定非営利

活動法人西東京花の会（平成 28年）、髙橋家屋敷林保存会（令和 2年）などが選定されています。 

令和 4 年度にゼロカーボンシティ宣言が出されたことを受け、脱炭素社会の実現を目指す取組を

表彰する「にしとうきょう環境アワード」創設されています。第 1 回には学校や企業のほか、髙橋

家屋敷林保存会、下保谷の自然と文化を記録する会、西東京自然を見つめる会、西原自然公園を育

成する会などが、緑の保全及び緑化の推進に関する活動として選定されています。 

指定管理者により、公園の池でのかいぼりが行われ、外来種の駆除や、小学生を招いて生き物観

察などが行われています。 

 

 

 

②市民啓発の取組 

市では、エコプラザで琉球あさがおやゴーヤなど様々

な緑のカーテンを毎年、育成しているほか、市民モニタ

ー制度により、ゴーヤの苗 1組（4苗）を配布し、活動

の展開を図っています。 

 

  

 

 

 

  

西東京市 Web（ホームページ） 
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③活用 

市では小規模公園の活用を促進するために、平成 29年に活用の仕方を考えるワークショップを

開催しました。本格実施に向けて、市民ワークショップのメンバーから希望者を募り、アイデアの

実現に向けて試験的に取り組みもスタートしています。 

また、市民がやってみたい企画（アイディア）を市民自身が実現することを支援するため、企画

書を提出できる制度を設けており、継続的に活用促進を図っています。 

 

 

西東京市公園配置計画（平成 29 年度） 

 

  

西東京市 Web（ホームページ） 
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取り組み例 

 

西東京市公園配置計画（平成 29 年度） 
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西東京市公園配置計画（平成 29 年度） 
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２－２ 市民意識 

 

①まちのみどりに対する全体的な意識 

まちのみどり環境に対する評価としては、「みどりが豊か」というまちのイメージを持つ市民が

多数派です。みどりに対する満足度は地域別にみると、満足度は南部で高く、中部で低い傾向にあ

ります。今後のみどりの施策に求められる視点として、防災やまちの魅力向上につながる施策が特

に期待されています（以上、令和３年度 西東京市市民意識調査より）。 

 

 

（参考）令和３年度 西東京市市民意識調査 

■まちのイメージ 

イメージ像 
現在のまちのイメージ 暮らしたいまちのイメージ 

現状とのギャップ 回答割合 H29調査との比較 

まちなかの自然（公園、 

農地等）が豊かである 
58.0％ 

約４ポイント 

増加↑ 

約 10ポイント 

上回っている↑ 

街並みや景観、 

雰囲気がよい 
19.2％ 

約３ポイント 

増加↑ 

約 14ポイント 

下回っている↓ 

新鮮な野菜・食材が 

豊富である 
18.5％ ほぼ横ばい→ 

約７ポイント 

上回っている↑ 

まちに個性がある 1.1％ ほぼ横ばい→ 
約６ポイント 

下回っている↓ 

 

■施策別の満足度・重要度 

No 項目 CS分析 

51 集中豪雨等のいっ水対策 A：重点改善 

59 自然や観光資源などによるまちの魅力の向上 B：改善 

34 公園・緑地などのみどりの保全・活用 
C：重点維持 

36 公園の整備や道路・公共施設の緑化推進 

35 農地・屋敷林などの保全・活用 

D：維持 
39 環境学習の場や機会の提供 

54 地産地消の促進などによる農業の振興 

2 ボランティアや市民活動団体の育成・支援活動への参加促進 

 

■住み心地に満足している理由 

・まわりに緑や公園が多い（全体 40.3％/南部 50.0％、中部 27.4％、西部 43.3％、北東部 37.0％） 

 

■住み心地に不満な理由 

・まわりに緑や公園が少ない（全体 9.3％/南部 6.1%、中部 14.7%、西部 10.2%、北東部 8.2%） 
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子どもたちのまちに対するイメージとしても「みどり」が要素として大きいことがわかります。 

総合計画の改定に関連して、市が目指すべき姿（将来像）やまちづくりにとって重要なテーマに

ついて、子どもたちが考えるワークショップを行った結果、「緑」「自然」「水」「公園」といったキー

ワードが挙がっています。まちづくり全体を広く考えていくワーキングの中においても、「みどり」

に関連した視点が多いことが特徴的です。 

 

子どもワークショップ「西東京市のミライを考えよう！」の概要 

実施日 ： 令和４年７月 27日（水）及び８月３日（水）（２日間） 

午前９時 30分から 12時まで 

場 所 ： いこいの森公園内セミナールーム 

参加者 ： 市内在住の 10名（小学生５名・中学生５名） 

テーマ ： （１日目）西東京市で SDGsを探してみよう！ 

（２日目）西東京市の「ミライのいいな」を見つけよう！ 

 

 

 

 

 

 

  

ワークショップの様子 

第７回総合計画策定審議会 資料３ 
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できあがったワークシートの例 

 

第７回総合計画策定審議会 資料３ 
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できあがったワークシートの例 

 
第７回総合計画策定審議会 資料３  
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できあがったワークシートの例 

 

第７回総合計画策定審議会 資料３  
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ワークショップのまとめ 

 

第７回総合計画策定審議会 資料３ 

 

は「みどり」に関連した視点 



28 

 

②公園緑地に対する意識 

平成 28 年度に行われた市民へのヒアリングや市民ワークショップでは次のような課題や解決案

について意見交換がされています。 

課題感として、施設面として面積の狭い公園が多いことや安らぎの空間としての環境不足・防犯

性への懸念等が挙げられています。また、利活用面では近隣住民に配慮するがゆえに禁止事項が多

く、利用しにくいことや、利用者のマナーの啓発及び情報発信等が、管理面では人手や資金確保等

が挙げられています。 

一方で、解決のためのアイデアとしては、整備において市民が参画したり、公園の愛称を付ける

ことで関心を持たせる工夫や、活用の仕方について地域や子どもたちが主体的に考える機会の創出、

都市農業、食、健康、アートといった多くの市民が関心を持てるような分野との連携を図りながら

地域ごとに個性のある公園づくりの推進、民間企業の事業フィールドとして公園を活用しやすくす

るようにしていくこと等が提案されています。 

 

 

 

 

 

 

西東京市公園実態調査報告書（平成 28 年度）  
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西東京市公園実態調査報告書（平成 28 年度） 
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西東京市公園実態調査報告書（平成 28 年度） 
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西東京市公園実態調査報告書（平成 28 年度） 
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西東京市公園実態調査報告書（平成 28 年度） 
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西東京市公園実態調査報告書（平成 28 年度）  
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西東京市公園実態調査報告書（平成 28 年度） 
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 面積別の課題と解決のアイデア 

西東京市公園実態調査報告書（平成 28 年度） 
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３ 関連計画等 

みどりに関連して、本市について具体的な位置づけがある計画等として、主に次のようなものが

挙げられます。 

３－１ 東京都・特別区・市町村の計画等 

① 緑確保の総合的な方針（改定）（令和 2 年 7 月） 

計画期間 令和 2年度から令和 11年度までの 10年間 

概要 減少傾向にある民有地の既存の緑を、まちづくりの取組の中で計画的に確保する 

ため、今後 10 年間に確保することが望ましい緑を明確化し公表、あわせて、まち 

づくりで創出する緑や先導的に取り組む緑施策を提示 

本市に 

ついての 

特記事項 

水準１の確保地として 2か所が指定 

 
◆確保地 ・・・今後 10年間に確保を目指す対象地 

水準 1 ：都市計画公園・緑地事業、特別緑地保全地区等により確保 

水準 2 ：法や条例に基づく許可並びに優遇税制等により確保 

水準 3 ：届出制や協定等により確保 

特定生産緑地 ：指定から 30年が経過する生産緑地を特定生産緑地に指定 
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３－２ 東京都の計画等 

① 都市計画公園・緑地の整備方針（令和２年７月改定） 

計画期間 令和 2年度から令和 11年度までの 10年間 

概要 都市計画公園・緑地内の未供用区域について、今後 10年間に優先的に整備する優先

整備区域を設定し、事業化計画として定め、公表 

本市に 

ついての 

特記事項 

重点化を図るべき公園・緑地として「東伏見公園」が選定 
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３－３ 市の計画 

① 西東京市都市計画マスタープラン 全体構想（案） 

計画期間 令和 6年（2024年）から令和 25年（2043年）まで 

概要 「都市計画マスタープラン」は、市の「基本構想」に定めるさまざまな施策内容のう

ち、特に都市づくりに焦点をあてたもの。また、「基本構想」に示された理念を基本

的に継承しつつ、より詳細な考え方を示すもの。道路・公園・住宅などのまちづくり

に関する部門別計画に対しては、本方針が上位の位置づけとなる。 

具体的な 

地域や 

施設等に 

ついての 

特記事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



39 
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② 西東京市公園配置計画（平成 30 年 3 月） 

計画期間 目標年次 2023年度 

概要 市内の公園環境として、小さな公園が分散して設置されてること、市民の要望が多様

化していること、市の財政状況が厳しい状況であることを踏まえ、公園施設の有効活

用やその充実、公園施設のリニューアルやバランスのとれた公園配置と公園整備を視

野に入れつつ、財源確保の方策や公園の統廃合なども考慮した計画として策定 

具体的な 

地域や 

施設等に 

ついての 

特記事項 
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４ 社会潮流 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

⚫ 都市化の進展に伴い、都市の貴重なみどりが注目されています。自然環境が有する機能

を都市基盤の整備に活用する取組（グリーンインフラ）の推進や、都市農地の位置づけ

が変化しています。 

 
 

平成 23年 東京都「農の風景育成地区制度」創設 

平成 27年 第４次社会資本整備重点計画策定（グリーンインフラの推進を明記） 

〃 都市農業振興基本法制定 

平成 29年 都市緑地法改正（「農地」が都市緑地法の諸制度の対象として明記される） 

平成 30年 国土交通省「生物多様性に配慮した緑の基本計画策定の手引き」 

 

❶ 都市と自然の共生社会に向けた動き ～ グリーンインフラと都市農地 ～ 

国土交通省「グリーンインフラストラクチャー ～人と自然環境のより良い関係を目指して～」 
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⚫ 公園における規制緩和が進み、民間活力による整備・管理・活用へ移行しつつあります。 

⚫ 誰もが利用しやすいユニバーサルな空間づくりの動きが進行しています。 
  

平成 27年 東京都「パークマネジメントマスタープラン」改定 

平成 29年 P-PFI 制度、公園協議会制度創設 

令和４年 都市公園の移動等円滑化整備ガイドライン改訂 

 

❷ 公園の主役が行政から地域・市民・企業へ 

国土交通省「都市公園法改正のポイント」 

公園協議会のイメージ 

泉小わくわく公園地域協議会の様子 

西東京の公園・西武パートナーズ Web「いこいの森と周辺の市立公園」 
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P-PFI制度（PFI法） 

 

 

 

 

 

事 例 

公園 概要 

南池袋公園 

（東京都 

豊島区） 

✓ 元は昭和 26年に区画整理事業で生まれた公園で、昭和 50年に地下鉄有楽町線の

工事に伴い再整備。その後、平成 28年春に公園全体がリニューアルオープン。 

✓ 整備費、維持管理経費は区が負担しており、ゴミ処理、植栽管理、利用指導など

は外部事業者に業務委託している。 

✓ 地元や近隣住民の代表者で「公園をよく

する会」を設立。公園をよくする会で持込

事業等の受け入れ可否を判断している。

公園をよくする会は収益施設の売上の一

部を活動原資にしている。 

 

参考：豊島区「Park Guide 南池袋公園のご案内」 

牛久市「子どもや高齢者にやさしいまちづくりに関する調査研究」 

 

  

国土交通省 都市局公園緑地・景観課「公募設置管理制度（Park-PFI)について」（PPP／PFI 推進施策説明会 資料） 
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指定管理者制度（地方自治法） 

 

指定管理者制度とは、多様化する住民ニーズにより効果的、効率的に対応するため、公の施設の

管理に民間の能力を活用しつつ、住民サービスの向上を図るとともに、経費の節減等を図ることを

目的とした制度のこと。指定管理者制度の導入により、株式会社等の営利法人が公共施設の運営に

参入できるようになっています。 

 

事 例 

自治体 概要 

港区 2017 年から 39 公園、50 児童遊園を 5 地区に分けて導入。指定管理者により、緑や植

物と関わりのあるクラフトや自然体験・自然観察に関わるイベントなどが活用が促進

されている。指定管理者制度については、第三者機関による評価においても、総合評

定の評価として「基本協定書に基づき成果があった」と評価されています。 

 

参考：港にぎわい公園づくり推進計画 

【課題】 

職員人件費については、公園が 113.1％、児童遊園が 112.2％と大きな赤字 

→花見後のゴミの清掃や台風等の自然変化への対応業務等により非常勤職員の業務量

が多くなったり、平日の児童公園の巡回業務やサービススタッフの平日勤務が必要

になる等、業務量の予測は難しい面があります 

 

参考：港区立狸穴公園等指定管理者モニタリング 業務委託第三者評価実施報告書 
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事 例 

自治体 概要 

八王子市 八王子市では 2014年以降、市域を 6つに分割して導入。指定管理者の構成員［八王

子市東由木地区公園（81 ヶ所）］となっている NPO 法人フュージョン長池では、地域

発の組織が指定管理組織として成長し、法人立ち上げに至る。職員は常勤・非常勤含

め 30名弱であるが、ボランティアを主力にした活動する。 

同組織は、指定管理業務のほか、環境保全、教育支援などにも取り組み、公園管理

ソフト（スマートアイシステム）やノウハウを伝える e ラーニング教材研修（公園経

営学校）なども開発する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：NPO フュ―ジョン長池 Web 
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事 例 

自治体 概要 

江戸川区 江戸川区では街路樹植栽の計画か

ら維持管理、情報発信に至る区独自の

運営方針を策定し、街路樹の健全で安

全な管理育成に努めている。 

区では年間を通して街路樹とその

植栽地の良好な管理を行うため、区内

を 18分割し、「街路樹等管理委託」を

業務委託する。公募については江戸川

区の外郭団体「えどがわ環境財団」が

担当する。管理における質を確保する

ために、プロポーザル方式を導入して

いる。単年での契約を基本とするが、

事業者の管理状況が良好である場合、

次年度以降も特命随意契約がなされ、

最大で５年間継続する。 

参考：江戸川区 Web 

  

 

⚫ 公共施設で倒木事故が発生しており、

徐々に街路樹・公共施設樹木の管理不足

が顕在化しています。一部の自治体では

倒木を発生させない事前対策に取り組

み始めています。 
  

平成 26年度 東京都「大径木再生指

針」 

令和３年度 東京都「街路樹診断等マ

ニュアル」 

 

➌ 安全で健全な樹木の育成 

東京都「街路樹診断等マニュアル」 
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事 例 

自治体 概要 

東京都 日比谷アメニスグループでは、SDGsの目標年に向けて指定管理者として運営を行う公

園等における再生可能エネルギー電力への切り替えを進めている。同当社が指定管理

者として運営を行う東京都立公園「都市部の公園・東部」グループの 7 公園（猿江恩

賜公園、亀戸中央公園、大島小松川公園、尾久の原公園、東綾瀬公園、中川公園、宇喜

田公園）において、みんな電力株式会社を通じて再生可能エネルギー100％の電力に切

り替え、使用する電力の CO2 排出量ゼロに取り組みんでおり、CO2 排出量の削減効果

見込みは、年間約 720ｔ-CO2/年と推計されている。これを樹齢 10年の都市樹木の CO2

固定量に置き換えると、約 5万 1000本の CO2排出量削減効果に相当する。 

参考：日経 BP 総合研究所 

  

 

⚫ ２０３０年に向けた持続可能な開発目標（SDGｓ）が国際的に合意されています。 

⚫ 気候変動問題の解決に向けて 2050 年のカーボンニュートラル（温室効果ガスの排出を全

体としてゼロにする）を目標に取組が進行中です。 

⚫ まちづくりにおけるデジタル化と合わせ、みどり空間でも ICT活用が期待されます。 
 

平成 27年 SDGｓ採択 

〃 
COP「パリ協定」締結、途上国を含む全ての主要排出国が CO2 排出削減努

力の枠組み対象に 

令和２年 2050 年カーボンニュートラル宣言 

〃 スーパーシティ法成立（国家戦略特別区域法の一部を改正する法律） 

➍ 持続可能な世界に向けた動き 

Stockholm Resilience Centre 

SDGｓウェディングケーキモデル 
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事 例 

自治体 概要 

さいたま

市など 

UDC は、行政都市計画や市民ま

ちづくりの枠組みを超え、地域に

係る各主体が連携し、都市デザイ

ンの専門家が客観的立場から携

わる新たな形のまちづくり組織

や拠点として、2022年 4月現在ま

でに、全国 23 拠点（うち 2拠点は

活動終了）に展開されている。 

組織体の一つ「アーバンデザインセンター大宮（UDCO）」は、大宮駅周辺の街づくり

に産官学で取り組む組織として 2017年 3月に設置。道路空間や隣接する公開空地・広

場等をオープンスペースとして活用し、まちの活性化を図る取り組みを試みている。 

 
 

参考：一般社団法人 UDC イニシアチブ Web 
UDCO・UDCMi 合同プロジェクト報告会「公共空間利活用から考えるさいたまのアーバンデザイン」 

  

 
 
⚫ 都市計画、文化行政、健康福祉分野等と緑空間の整備・活用は関連が深く、さまざまな

まちづくりの動きが始まっています。特色あるまちづくりに向けて横断的な取組が期待

されます。 
  

令和２年 都市再生特別措置法改正（ウォーカブルの推進） 

令和３年 文化庁「文化財保護法に基づく文化財保存活用大綱・文化財保存活用地域

計画・保存活用計画の策定等に関する指針」 

〃 スポーツ庁「スポーツ・健康まちづくり」優良自治体表彰制度創設 

 

➎ 魅力ある 歩きたくなるまちづくり 


